
全
国
の
取
り
組
み
状
況

要
求
提
出
支
部
分
会
は
８
４
支
部
分

会
（
昨
年
１
０
２
支
部
分
会
）
と
な
り
、

回
答
指
定
日
に
は
３
１
支
部
分
会
で
前

進
回
答
を
引
き
出
し
て
い
ま
す
（
昨
年

同
時
期
は
３
６
支
部
分
会
）
。

要
求
提
出
支
部
は
昨
年
同
期
に
追
い

つ
い
て
い
な
い
も
の
の
奮
闘
し
て
い
ま

す
。
項
目
別
で
は
「
職
場
改
善
要
求
」

が
１
３
支
部
分
会
、
「
安
全
衛
生
」
の

具
体
的
要
求
が
１
０
支
部
分
会
、
「
人

員
増
」
と
「
情
報
開
示
」
が
そ
れ
ぞ
れ

８
支
部
分
会
、
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

男
女
格
差
で
前
進
回
答

東
京
東
部
・
日
本
ロ
ー
ル
支
部
や
東

京
南
部
・
Ｉ
Ｓ
Ｂ
支
部
、
長
野
コ
シ
ナ

支
部
、
長
野
ダ
イ
ハ
ツ
モ
ー
タ
ー
ス
支

部
で
は
、
男
女
の
賃
金
格
差
を
開
示
す

る
と
し
て
い
ま
す
。
春
闘
か
ら
す
す
め

て
き
た
要
求
が
前
進
し
始
め
て
い
ま
す
。

時
短
で
前
進
の
支
部
も

労
働
時
間
短
縮
の
要
求
で
は
「
一
日

の
労
働
時
間
の
短
縮
」
と
言
う
回
答
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
東
京
南
部
・
南
千
住

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
支
部
で
は
「
企
業

の
人
材
基
盤
の
確
保
の
観
点
か
ら
今
後

も
労
働
時
間
の
短
縮
実
現
を
め
ざ
す
」
、

東
京
西
部
・
超
音
波
工
業
支
部
で
は
労

働
時
間
短
縮
（
１
日
）
及
び
カ
レ
ン
ダ
ー

案
は
組
合
の
要
求
通
り
実
施
、
な
ど
の

回
答
を
引
き
出
し
て
い
ま
す
。
秋
闘
を

出
発
点
に
し
て
時
間
短
縮
の
要
求
を
す

す
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
他
の
前
進
回
答

東
京
南
部
・
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
支
部
「
感

染
症
で
の
特
別
休
暇
は
継
続
実
施
」
、

キ
ン
ド
リ
ル
ジ
ャ
パ
ン
支
部
「
自
宅
環

境
手
当
は
継
続
中
」
、
東
京
東
部
・
小

坂
研
究
所
支
部
「
外
出
時
の
昼
食
代
及

び
残
業
食
代
の
補
助
を
そ
れ
ぞ
れ
１
０

０
円
増
額
」
、
日
本
ロ
ー
ル
製
造
支
部

「
ワ
ク
チ
ン
接
種
時
は
半
日
の
有
給
保

障
」
、
東
京
西
部
・
超
音
波
工
業
支
部

「
日
当
に
つ
い
て
部
次
長
以
下
に
対
し

一
律
２
０
０
円
増
額
し
出
張
時
の
休
日

現
地
待
機
の
日
当
支
給
に
つ
い
て
は
要

求
通
り
支
給
」
、
東
京
西
部
・
田
原
電

機
支
部
「
賃
上
げ
年
齢
を
５
９
歳
ま
で

実
施
（
定
昇
は
５
４
歳
ま
で
）
」
、
東

京
北
部
・
東
洋
精
機
支
部
「
出
産
祝
い

金
を
２
万
円
か
ら
５
万
円
に
引
上
げ
」
、

鈴
木
シ
ャ
ッ
タ
ー
支
部
「
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー

ム
完
備
」
、
長
野
・
マ
グ
ネ
エ
ー
ス
支

部
「
退
職
金
増
額
カ
ネ
テ
ッ
ク
比
９
３

％
→
９
４
％
」
、
カ
ネ
テ
ッ
ク
支
部

「
出
張
時
宿
泊
費
７
５
０
０
円
→
８
５

０
０
円
／
泊
」
、
日
酸
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ

支
部
「
新
卒
者
長
野
事
業
所
へ
配
属
」
、

前
田
鉄
工
所
支
部
「
電
車
指
定
席
利
用

可
」
、
長
野
ダ
イ
ハ
ツ
モ
ー
タ
ー
ス
支

部
「
カ
ス
ハ
ラ
研
修
開
催
」
、
愛
知
・

川
本
製
作
所
支
部
「
東
京
の
最
低
賃
金

を
下
回
る
対
象
者
だ
け
１
０
月
か
ら
３

９
０
円
賃
上
げ
実
施
」
、
京
滋
・
カ
シ

フ
ジ
支
部
「
水
道
蛇
口
を
ね
じ
式
か
ら

レ
バ
ー
式
に
」
、
大
阪
・
野
村
製
作
所

支
部
「
住
宅
手
当
の
み
試
用
期
間
か
ら

支
給
」
、
日
立
建
機
テ
ィ
エ
ラ
支
部

「
正
社
員
３
名
の
補
充
は
派
遣
社
員
の

契
約
社
員
化
す

る
」
、
田
辺
鉄

工
所
支
部
「
新

入
社
員
に
対
し

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
に

対
す
る
誹
謗
中

傷
は
当
然
行
わ

な
い
」
、
徳
島
・

ジ
ェ
イ
テ
ク
ト

Ｓ
Ｔ
支
部
「
正

社
員
登
用
試
験
実
施
」
、
な
ど
様
々
な

要
求
が
前
進
し
て
い
ま
す
。

（
記

浅
岡
）

２
頁
は
、
神
奈
川
の
秋
闘
で
す

〒214－0021 川崎市多摩区宿河原６－２４（南武線・久地駅徒歩5分）

＊＊相談活動50年、一人でも入れる組合です＊＊ 支部携帯：090-8109-7682
TEL:044-811-4138 FAX:044-811-4144 ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ:jmitu-kawasaki@aioros.ocn.ne.jp

２０２４年

１０月２３日

第７５０４号

２４秋闘、男女格差・時短などで前進



支部分会名
要求日

回答指定日
要求内容 回答内容

１、路面整備 実情を検討する
２、検査室の補修
３、男子トイレの改善
４、男子更衣室のキーシリンダ交換

１、家族手当（子）の引き上げ
２、在宅勤務手当の引き上げ
３、年間一時金の予算化月数の引き上げ
４、退職金の引き上げ
５、「奨学金返済支援制度」の導入

６、定年年齢の延長
７、定年退職月の統一
８、定年再雇用社員の家族手当支給
９、定年再雇用＆特定職社員一時金支給
業績考課ルールの改善、社員一時金支給
算定期間ルールの改善
１０、定年再雇用社員一時金支給算定期
間ルールの改善
１１、２０２５年時間外協（３６協定）

１２、２０２５年就業カレンダーの開示

１３、賃金データーの開示
１４、新入社員研修時における組合説明
会の実地
１５、メーデーの休日化
１、若者世代の要求
   帰省手当
   奨学金返済支援制度
２、時短
３、子育て支援
   看護休暇
   育児時間
４、定年延長
５、退職金
６、再雇用期間の延長
７、女性の昇格差別
８、住宅手当運用の明確化
９、賃金カーブを実年齢に
９、項目とアンケートによって決める
  予定

富田電機支部

ア
イ
・
エ
ス
・
ビ
ー
支
部

三
和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
会

１０月０２日 前進回答なし要求日
 ９月１８日
回答日
１０月２日

要求日
９月１８日
回答日
１０月２日

要求日
１１月５日
（予定）
１１月２０日
（予定）

7504号 （２）

２４年秋闘神奈川地本関連
要求・回答状況



イ
ン
ボ
イ
ス
の

消
費
税
の
廃
止
・
削
減

紙
の
保
険
証
存
続

軍
拡
増
税
反
対

裏
金
問
題
の
究
明
と
対
策

政
党
助
成
金
の
廃
止
 

原
発
ゼ
ロ
再
エ
ネ
推
進
 

憲
法
改
正
反
対

私たちの要求 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

自由民主党 × × × × × × ×

立憲民主党 △ ○ ○ ○ × △ ○

公明党 × × × × × × △

日本維新の会 ○ × △ △ × × ×

日本共産党 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○

国民民主党 ○ × △ ○ × × ×

れいわ新選組 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

神奈川労連の要求と主要政党の政策

（３） 7504号

な
ん
ぶ
せ
ん

日
本
被
団
協
（
日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会
）

が
、
今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

核
兵
器
の
使
用
は
道
徳
的
に
容
認
で
き
な
い
と
す
る

「
核
の
タ
ブ
ー
」
を
確
立
し
た
と
高
く
評
価
さ
れ
ま

し
た
。
と
て
も
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
被
爆
者
が
世
界

に
向
け
て
自
ら
の
悲
惨
な
体
験
を
語
り
、
い
か
に
核

兵
器
が
非
人
道
兵
器
か
を
訴
え
続
け
た
こ
と
が
、
核

兵
器
が
増
え
続
け
て
い
る
現
在
で
も
広
島
・
長
崎
以

降
、
一
度
も
核
兵
器
が
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
大
き
な

力
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
▲
し
か
し
今
そ
の
「
核

タ
ブ
ー
」
が
タ
ブ
ー
で
な
く
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
し
て
核
兵
器
を
脅
し
に

使
い
、
中
国
は
核
兵
器
を
３
０
年
ま
で
に
倍
増
（
１

０
０
０
発
）
を
計
画
。
ア
メ
リ
カ
は
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
（
大

陸
弾
弾
道
ミ
サ
イ
ル
）
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
。
イ

ス
ラ
エ
ル
の
イ
ラ
ン
核
施
設
攻
撃
の
可
能
性
。
更
に
、

石
破
首
相
の
持
論
は
、
ア
メ
リ
カ
の
核
を
日
本
国
内

に
配
備
す
る
核
共
有
で
す
。
（
唯
一
の
被
爆
国
の
首

相
が
こ
れ
で
良
い
の
か
）
▲
も
っ
と
も
ら
し
く
「
核

抑
止
」
や
「
軍
事
的
抑
止
」
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

自
民
党
の
歴
代
首
相
は
、
核
兵
器
廃
絶
と
核
抑
止
を

同
時
に
言
っ
て
き
ま
し
た
。
「
核
抑
止
」
は
あ
く
ま

で
も
核
兵
器
の
使
用
を
前
提
に
し
た
も
の
で
す
。
こ

れ
で
は
核
兵
器
廃
絶
は
で
き
ま
せ
ん
。
▲
国
際
法
上
、

核
兵
器
を
初
め
て
違
法
と
位
置
づ
け
、
そ
の
開
発
も

保
有
も
使
用
な
ど
も
一
切
禁
止
す
る
「
核
兵
器
禁
止

条
約
」
の
批
准
を
政
府
に
求
め
て
い
き
ま
す
。

【
平
和
で
な
く
っ
ち
ゃ
】

１０／２７（日）
総選挙

投票日

みんなで投票に行こう
労働者・国民の声・

願いかなえる１票に

裏
金
問
題
、
統
一
教

会
問
題
は
終
わ
っ
て
い

な
い
と
、
私
は
思
う
の

で
す
が
皆
さ
ん
は
ど
う

お
考
え
で
す
か

国
民
の
信
頼
を
失
っ

て
岸
田
前
首
相
は
政
権

を
投
げ
出
し
、
新
し
い

自
民
党
総
裁
・
総
理
大

臣
が
石
破
氏
に
な
り
ま

し
た
。
顔
は
変
わ
り
ま

し
た
が
、
政
治
の
中
身

は
何
ら
変
わ
ら
な
い
こ

と
が
、
こ
の
間
の
石
破

総
理
大
臣
の
発
言
で
明

確
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
物
価
高
騰
を
上
回

る
賃
金
引
上
げ
、
雇
用

と
生
活
の
改
善
」
「
労

働
法
制
改
悪
阻
止
」

「
消
費
税
の
廃
止
・
税

金
の
使
い
方
の
見
直
し
」

な
ど
私
た
ち
の
願
い
は

多
い
で
す
。

表
は
、
私
た
ち
が
加

盟
す
る
神
奈
川
労
連
が

ま
と
め
た
主
要
政
党
の

選
挙
政
策
の
一
部
で
す
。

私
は
、
労
働
者
・
国

民
の
願
い
が
か
な
い
将

来
に
希
望
が
持
て
る
政

治
に
変
え
て
ゆ
く
た
め

の
一
票
に
と
、
投
票
を

呼
び
か
け
ま
す
。

ま
た

最
高
裁
判
所

裁
判
官
を
辞
め
さ
せ
る

か
ど
う
か
も
投
票
し
ま

す
。
辞
め
さ
せ
た
い
裁

判
官
に
「✖

」
を
付
け

ま
す
。
「
白
紙
」
「
〇
」

は
「
辞
め
さ
せ
た
く
な

い
」
と
判
断
さ
れ
ま
す
。

今
回
１
５
人
の
最
高
裁

裁
判
官
の
内
６
名
が
対

象
で
す
。
参
考
と
し
て

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
サ
イ
ト
な
ど

が
意
外
と
整
理
さ
れ
て

い
ま
す
。
《
記
：
矢
部
》



7504号 （４）

労
基
法
改
悪
で
な
く
、

労
働
時
間
短
縮
の
改
正
を
！

労
働
時
間
短
縮
で
、
余
暇
や
趣
味
、
自

己
研
鑽
、
社
会
活
動
な
ど
の
自
由
な
時
間

を
よ
り
多
く
確
保
し
た
り
、
男
女
が
と
も

に
家
事
や
育
児
、
介
護
な
ど
の
負
担
を
分

か
ち
合
い
、
平
等
な
立
場
で
社
会
参
画
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
時
間
を
確
保
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

現
行
の
労
基
法
に
も

様
々
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

（
１
）
週
の
上
限
を
４
４
時
間
と
す
る

特
例
措
置
の
早
急
な
廃
止
を
。

労
基
法
で
は
週
４
０
時
間
労
働
と
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
超
え
る
と
残
業

に
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
特
定
の
業
種

で
は
、
「
労
働
基
準
法
施
行
規
則
第
２
５

条
の
2
」
に
よ
り
週
４
４
時
間
労
働
が
あ

り
ま
す
。
商
業
、
映
画
・
演
劇
業
、
保
険

衛
生
業
、
接
客
娯
楽
業
、
常
時
１
０
人
未

満
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
医
院
な
ど
が
対
象
で

す
。
週
４
４
時
間
を
超
え
な
い
と
残
業
手

当
が
付
き
ま
せ
ん
。
（
小
生
は
全
く
知
り

ま
せ
ん
で
し
た
）

（
２
）
労
基
法
３
６
条
の
「
特
別
条
項
」

の
廃
止
を
。

特
別
条
項
は
上
限
規
制
と
し
て
月
１
０

０
時
間
未
満
、
2
～
6
カ
月
の
各
月
間
の

８
０
時
間
等
と
す
る
上
限
は
、
い
わ
ゆ
る

過
労
死
ラ
イ
ン
に
あ
た
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
「
働
き
方
改
革
関
連
法
」
で
自

動
車
運
転
業
務
と
医
師
の
業
務
は
、
２
０

２
４
年
４
月
か
ら
猶
予
措
置
が
解
除
さ
れ

た
段
階
で
も
、
一
般
的
規
制
か
ら
あ
ま
り

に
乖
離
（
特
別
条
項
の
年
７
２
０
時
間
に

対
し
て
９
６
０
時
間
）
を
し
て
お
り
、
健

康
確
保
の
点
か
ら
の
み
な
ら
ず
、
差
別
的

取
り
扱
い
と
い
う
点
で
も
容
認
し
が
た
く
、

一
定
の
経
過
期
間
は
と
り
つ
つ
も
、
可
能

な
限
り
速
や
か
に
廃
止
す
る
べ
き
で
す
。

こ
れ
が
「
人
た
る
に
値
す
る
生
活
」
と

言
え
る
で
し
ょ
う
か
。

【
細
谷

記
】



花
火
大
会
が
川
崎
市
と
対
岸

の
世
田
谷
区
で
は
最
近
同
時
開

催
と
な
り
川
崎
支
部
で
も
昨
年

か
ら
花
火
＆
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー

を
年
中
行
事
に
し
よ
う
と
花
火

大
会
の
日
に
合
わ
せ
て
１
０
月

５
日
（
土
）
計
画
し
ま
し
た
。

そ
の
日
は
朝
か
ら
小
雨
が
降
っ

た
り
や
ん
だ
り
で
夕
方
に
は
雨

が
止
む
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

し
た
が
残
念
な
が
ら
雨
は
止
む

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

５
時
頃
久
地
駅
前
の
ス
ー
パ
ー

へ
買
い
出
し
に
行
き
ま
し
た
が
、

雨
で
も
結
構
な
人
出
が
有
り
ま

し
た
。
花
火
客
目
当
て
の
フ
ラ

イ
ド
ポ
テ
ト
や
焼
き
鳥

な
ど
が
か
な
り
安
く
た

た
き
売
り
の
様
に
４
パ
ッ

ク
１
０
０
０
円
売
っ
て

い
た
の
で
そ
れ
を
い
く

つ
か
買
っ
て
つ
ま
み
に

し
ま
し
た
。

午
後
６
時
か
ら
雨
で

も
花
火
は
打
ち
上
げ
ら

れ
ま
し
た
が
屋
上
で
の

ビ
ー
ル
片
手
に
花
火
を

楽
し
む
こ
と
は
断
念
し
、

一
階
の
支
部
事
務
所
内

で
の
（
花
火
＆
）
ビ
ア

パ
ー
テ
ィ
ー
と
な
り
ま

し
た
。
参
加
者
は
浅

岡
さ
ん
、
長
谷
川
さ

ん
、
小
林
さ
ん
、
地

本
か
ら
庄
司
さ
ん
、

片
寄
さ
ん
と
私
の
六

名
で
し
た
。

時
折
、
部
屋
の
中
ま
で
ド
ー
ン

腹
に
響
く
花
火
の
音
が
気
の
せ

い
か
や
け
に
大
き
く
聞
こ
え
て

い
ま
し
た
が
「
花
よ
り
団
子
で
」

花
火
の
事
は
忘
れ
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー

に
集
中
し
ま
し
た
。
切
実
な
年

金
の
事
や
若
か
り
し
日
の
デ
ー

ト
で
の
失
敗
談
な
ど
も
出
て
結

構
話
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

花
火
は
七
時
頃
に
終
わ
っ
て
い

ま
し
た
が
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
は

な
か
な
か
終
わ
ら
ず
９
時
過
ぎ

ま
で
や
っ
て
い
ま
し
た
。

野
外
で
ビ
ー
ル
片
手
に
花
火

見
物
な
ど
な
か
な
か
で
き
る
も

の
で
は
な
い
の
で
、
来
年
は
晴

れ
て
支
部
屋
上
で
花
火
を
見
な

が
ら
ビ
ー
ル
が
飲
め
る
事
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

【
記
・
光
田

道
雄
】

（5） 7504号

花
火
＆

ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
開
催

新しく川崎支部のパンフが出来ました。10月１日より神奈川の
最賃時給が１１６２円になりパンフに反映した内容で作成しました。



難易度★☆☆☆☆☆【初級】
1 Ａ 3

4 6 8
3 7 8 9

6 Ｂ 9 8 2 7

9 8 7 2 1
2 5 7 3 6 4

1 9 2 4 7 3

5 Ｃ 2 8
3 2 1 5 Ｄ

労働相談・労働組合作りはＪＭＩＴＵ川崎支部へ、助け合い共済制度あり

共済･カンパ等は：郵便振込口座00210-5-89254 名称:ＪＭＩＴＵ川崎支部

ナンバープレイスに応募しましょう！！ (７５０４号)

今後の日程

１０月２６日（土）労働相談 （支部事務所）１３：００～

３０日（水）年末一時金地本回答確約行動 ９：００～

１１月２日（土）労働相談 （支部事務所） １３：００～

６日（水）年末一時金統一回答指定日

７５期第４回書記局会議（支部事務所）１３：００～

９日（土）労働相談 （支部事務所） １３：００～

注意１１日（月）７５期第６回執行委員会（支部事務所）１９：００～

１５日（金）ワーカーズネット街頭労働相談（溝の口デッキ）１９：００～

１６日（土）労働相談 （支部事務所） １３：００～

２３日（土）労働相談 （支部事務所） １３：００～

２７日（水）７５期第７回執行委員会（支部事務所）１９：００～

３０日（土）川崎支部未組織宣伝（登戸駅） １０：００～

労働相談 （支部事務所） １３：００～

１２月４日（水）７５期第５回書記局会議（支部事務所）１３：００～

７日（土）労働相談（支部事務所） １３：００～

１１日（水）７５期第４回編集委員会 （支部事務所） １８：００～

７５回第８回執行委員会（支部事務所）１９：００～

太い点線わくのＡ～Ｄに入る４つの数字を答えてください。応募は、はがき・ＦＡＸ・メモ等で次

回支部報発行日（おおよそ２～３週間）までにお名前・住所と職場名をそえてご連絡下さい。応募

はどなたでも結構です。正解者の中から抽選で5名の方に５００円相当の図書カード・クオカード

かビール券を差し上げます。

【クイズの解き方】

３×３のブロックに区切られた９×９の正

方形の枠内に１～９までの数字を入れるペ

ンシルパズルの一つです。

応募方法

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ


